技　術　提　案　書

【コンクリート構造物の補修技術】

数値等を記入

	フィールド

要求性能
	応募技術の性能
	根拠が記載された　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料番号・頁を記入

	橋梁の床板などを対象としたコンクリート構造物のひび割れ補修技術で、補修後の経過観察（劣化の進行把握）が、直接目視で可能な補修技術であること。
	○補修後の経過観察が直接目視で可能なクラックの大きさ

・幅　　（　　　　）ｍｍ以上

・長さ　（　　　　）ｍｍ以上


	

	現行の補修技術と同程度の補強効果があること。
	○現行の補修技術と比較して補強効果を記載してください。
	

	現行の補修技術と同程度の耐久性があること。
	○現行の補修技術と比較して耐久性を記載してください。
	

	炭素繊維シート補修技術と同程度の補強効果コストであること。
	○単位面積あたりの施工単価

（　　　　　　　）円/㎡

○施工単価条件

・対象面積４００㎡

（幅１０ｍ×スパン４０ｍを想定）以上　

・直工（仮設含まず）

　


	

	国土交通省が管理する直轄国道の橋梁において適用可能な技術であること。
	○適用可能な施工条件を記載してください。


	


※この様式は、今回の審査の参考として用いるものであり、無断で他の目的に使用することはありません。
様式―３








